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	応用
	抗原情報
	背景
	MAPキナーゼは、基質特異性、組織分布、細胞外刺激による誘導性、細胞局在が異なる二重特異性タンパク質ホスファターゼ（DUSP）によって不活性化されます。MAPKホスファターゼ（MKP）としても知られるDUSPは、MAPK Pループ内のトレオニン残基とチロシン残基の両方を特異的に脱リン酸化します。MAPKファミリーの機能制御において重要な役割を果たすことが示されています。このファミリーの少なくとも13のメンバー（DUSP1-10、DUSp14、DUSP16、およびDUSP22）は、様々なMAPキナーゼに対して独自の基質特異性を示します。MAPキナーゼを不活性化します。ERKファミリーに特異性があります（PubMed:9858808）。術後慢性疼痛の緩和に重要な役割を果たします。末梢手術によって誘発される脊髄MAPK1/3およびMAPキナーゼp38の長期リン酸化型の正常な脱リン酸化に必要であり、術後急性アロディニアの消散を促進する（類似性による）。また、局所創傷組織におけるMAPK1/3の脱リン酸化にも重要であり、急性疼痛の消散にさらに寄与する（類似性による）。MAPK1/MAPK3活性を調節し、AP1転写因子の発現を調節することにより、細胞分化を促進する（PubMed:29043977）。
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	NIH/3T3 細胞溶解物における DUSP6 発現のウェスタン ブロット解析。

